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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 
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　○ 井口保画集 
 
　お便りに「八十年生きて来た証として
何か残したいと思い、この度、画集を作
る事に致しました。素人の拙い作品です
が、御世話になった皆様に御高覧頂き度
くご笑納下さい」八十歳におなりといえ
ば、大正１２年、旧水田村でのお生まれ。
旧満州での抑留体験、復員後上京、勉学
の傍ら、溝江勘二画伯（大川出身）の薫
陶もうけられる。帰郷後は内野秀美画伯
に師事、以後、示現会展に出品しつづけ
られ、会員として精励されている。美術
評論家谷口治達氏は「謙虚で温厚、清廉
なお人柄が作品に静かに反映されている」
と序文をしたためている。 
　画集をいただいて私も一点一点に見入
って行ったが、徹底した描写力には感服
のほかはない。しかし、Ｐ５５の「祈り
の旅（モロッコ）」に出会って、礼拝者
たちのペンギンにも似た行列。なんとな
くユーモラスな行列に思わず微笑した。
画面が温いのだ。一番好きな絵として、
この作品をここにかかげることにした。
　　　　　　　　　　　　　　（椎窓） 
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つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王久津媛 
たいしたものはありません 
福岡県の文学碑　古典編 
　　　〃　　　　近・現代編 
広瀬淡窓日記 
　　〃　　 （二） 
　　〃　　 （三） 
　　〃　　 （四） 
詩集晩鐘かすかに 
直腸切断 

○ 我流随想 
　　どぶ板議員半生記 

原　忠雄 
 
　読みながら、こんな議員
さんの存在はいいな！「さ
あ、やるか、昼からやる
ぞ、もう５時だ」こんなこ
とではいけない、先例慣習
にとらわれず世のため、人
のため」というのが議員セ
ンセイ。だが、人より我が
ため」についつい。原氏は
地方議会は市民一人ひとり
の声を行政に反映させるた
めには、自分自身を無にし
てと述べられている。「常
識は現状維持、妥協では進
歩なし」の信念で議員活
動。選挙区民ではなくと
も、読んで声援したくなり
ました。 

○ 詩集　いのり 
　　吾子よ　永遠に 

江島　政光 
 
　「生きることを信じて頑
張った吾子哲司の姿をなん
とか書きのこしておきたい」
という父親の情愛によって
綴られた長篇詩集である。 
　16年の若い生命が病魔
に。昭和63年１月12日午后
６時30分、おまえは私た
ちに永遠の別れを－。江島
さんは詩人丸山豊先生を師
と仰いだ時期もあったとみ
え、序文を寄せられている。
「この父子抒情を無益な修
飾語なしに、真正面から語
りかけたのがこの詩集で
す。大地をたたいて号泣す
る真裸の心の表現です」と、
詩人は合掌されている。 

○ 「鴉」の先生と 
　   「山峡かぎんちょ草紙」 

椎窓　猛 
 
　知る人ぞ知る－、 
　「鴉」のセンセイ、渡辺
啓助先生は、日本探偵作家
クラブ、（現日本推理作家
協会）の第４代会長。『偽
眼のマドンナ』発表注目さ
れ、のちに『オルドスの
鷹』は直木賞候補作品に挙
げられるなど、推理小説界
では大御所的存在。 
　若い頃には、県立八女中
学で教師を勤められ、伝記
作家小島直記氏や作家中薗
英助氏らに大きな影響薫陶
を与えられた。 
　晩年、心に残る黒い妖精
の魅力を持つと、カラスの
挙動に関心を寄せられ、鴉
の絵と文章の組みあわせに
よるエッセイ画集などを出
版されている。 
　ところで、１９８９年
（平成元年）のころ、立風
書房の富永弘志氏の推挙
で、私の短篇に掌篇を集め
て、作品集出版が企画され
た。そのゲラを東京目黒の
喫茶店で、校正していたと
ころ、コヒーを運んできた

店のママさんが「これ八女
の話みたいだよねえ」、
「そうです」「私の父は若
い頃、八女の中学校に勤め
ていたらしいの。父に見せ
たらきっとよろこぶのじゃ
ないかしら」そんな話か
ら、ゲラは渡辺先生の膝も
とにわたり、一読され、
「面白い作品集」といわ
れ、題字は「ボクに書かせ
てもらえないか」という話
になった。序文はすでに文
芸評論家駒田信二先生、装
幀は北九州のユニークなイ
ラストライター山福康政さ
んとことは進んでいたなか
で、題字のみを渡辺啓助先
生におたのみすることにな
った。したがって、私は渡
辺先生の孫弟子のような存
在となった。先生は１０１
歳の長寿で、２００２年逝
去された。先生の直接揮毫
による作品集の題字はさし
て数多くあるまい。かかる
意味においては私にとって
は光栄な、もっとも貴重な
稀覯本である。 

受贈図書紹介 

蔵書目録 ③ ができました　￥１６０ 送料込（郵便切手可） 
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順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

受贈図書紹介は今月休みます。 
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　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
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史
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来
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り
が
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が
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か
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心
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温
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